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短 報

COVID-19 パンデミック下の遠隔講義「歯冠修復学Ⅱ」に関する
学生アンケート調査
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北 原 沙也加　　岡 村 晨 吾　　村 松 怜 奈　　稲 積 孝 文

Student questionnaire on the remote lecture of “Operative Dentistry II”
under the COVID-19 pandemic outbreak.

NIKAIDO TORU，TAKAGAKI TOMOHIRO，KUSAKABE SHUSUKE，OHASHI SHIZUE，
OIKE KAZUKI，MURASE YUKI，KATAYAMA MASAHIRO，ISHIGURE HIROSHI，

SHIMIZU SHOJIRO，IDONO TAIHO，OCHI YOKO，TSURUTA HANEMI，
KITAHARA SAYAKA，OKAMURA SHINGO，MURAMATSU REINA，INAZUMI TAKAFUMI

COVID-19 パンデミック下での遠隔講義 “ 歯冠修復学Ⅱ ” の学生アンケート調査を実施した．アンケート
の内容は，スライドの見やすさ，講義の進行速度，講義の内容，小テストについての 5 段階評価，及び遠隔
講義と対面講義とを比較した良かった点，悪かった点，改善すべき点について自由記載で回答させた．回答
率は 97.8% であった．その結果，遠隔講義は概ね学生に受け入れられており，評価する割合が高かった．今
後の改善点を含め，遠隔講義を今後の歯学教育に組み入れることが必要であることがわかった．

キーワード：COVID-19，パンデミック，学生アンケート調査，歯冠修復学，遠隔講義

Student questionnaire on the remote lecture of “Operative Dentistry II” under the COVID-19 pandemic 
outbreak was performed. The contents of the questionnaire included appearance of the power point slides, 
speed of the lecture, contents of the lecture, and quiz after the lecture, which were evaluated from 5 options 
to choose. In comparison with the face-to-face lecture, advantage and disadvantage of the remote lecture 
and the points to improve were evaluated by free description. The collection rate of the questionnaire was 
97.8%. The results showed the students almost accepted and highly evaluated the remote lecture. The 
remote lecture should be considered to be improved and built in for the future dental education.
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緒　　言

COVID-19 は瞬く間にパンデミックの様相を呈し，
わが国では 2020 年 2 月下旬に移動制限が始まり，4
月 7 日に 7 週間にわたる緊急事態宣言が発出された．
朝日大学歯学部においては，2020 年度前期の授業ス

ケジュールを大幅に変更し，4 月 3 日時点において歯
学部すべての講義と実習が遠隔講義となった．

我々の担当する 3 学年の歯冠修復学Ⅱの講義は，例
年講義と実習を並行して行っているが，4 月・5 月の
授業時間をすべて遠隔講義に充て，6 月に対面講義が
再開した際には授業時間をすべて実習に充てる計画で
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適切だった（35 人）であり高い評価を得た．さらに
講義の内容（図 3）についても，理解できた（61 人），
どちらかというと理解できた（58 人）であり，以上
の結果からは遠隔講義に対して大方の学生は自主的に
視聴して対応できていたと判定した．また講義後の小
テストの実施（図 4）についても適切だった（85 人），
どちらかというと適切だった（38 人）と解答しており，
小テストを課題として活用できたと評価した．

対面講義と比較した遠隔講義の利点（表 2）につい
ては，講義の視聴についての時間的な制約がなく，い
つでも繰り返し受講可能であるとの指摘が多く，自分
で受講のリズムを作って自学自習できる学生にとって
遠隔講義のメリットは大きいことがわかった．一方，
遠隔講義に関する問題点（表 3）として，講義後に質
問ができない，規則的なリズムを作れずに先延ばしに
してしまう，友人といっしょに勉強できない，音声が
聞き取りにくい，復習する時間がない，配信時間がバ
ラバラである，小テストや課題の締切り期限がわかり
づらい，視聴環境が整っていないなどの指摘があった．
いずれも遠隔講義を実施する上での課題として今後改
善すべきポイントである．遠隔講義についての今後の
改善点（表 4）については，記載した学生数は少ない
ものの，視聴期間の延長や今後の遠隔講義の継続を希
望する学生がいる一方で，対面講義を希望する学生（2
人）もいた．

考　　察

コロナ禍での遠隔講義は，これまで対面で行われて
いたすべての教育に影響を及ぼす結果となった．朝日
大学歯学部における遠隔講義はオンデマンド形式によ
る非同期型遠隔教育である．歯冠修復学の講義は，2
学年の後期で歯冠修復学Ⅰ（総論），3 学年の前期で歯
冠修復学Ⅱ（各論）を担当している．そのためアンケー
ト調査を行った学生は，同じ教科を対面と遠隔で受講
していることから，学生の受講経験を活用した点で本
アンケート結果は大変意義あるものと考えている．

遠隔講義では対面講義の時と同様にパワーポイント
を用いて講義し，講義スピードはほぼ同じであった．
ただし対面講義においては，学生の反応を見ながら板
書による説明を行った点が異なる．また ZOOM によ
るオンデマンド配信では，著作権に配慮してスライド
の図表の差し替えを行ったが講義内容に特段の違いは
なかった．

遠隔講義の開始当初には，連絡の不徹底や視聴環境
のトラブル等も発生したが，回を重ねるごとにトラ
ブルは解消して概ね順調に実施できた．遠隔講義で
は，受講終了後 1 週間以内に Moodle 上での小テスト

臨んだ．幸いにも5月中に感染第1波が終息したため，
6 月第 2 週から 2 グループ体制（午前・午後入れ替え）
による基礎実習を対面で行うことができた．

W e b 会 議 シ ス テ ムZ O O M （ Z o o m  V i d e o 
Communication, Inc）による遠隔講義では，毎回パワー
ポイントを用いたスライドによる講義と学修管理シス
テム（Moodle）による講義後の小テストを実施した．
今回行ったオンデマンドによる遠隔講義の問題点とし
て，ライブ配信による双方向性の欠如や，対面講義で
得られる臨場感がないため，6 月に再開した対面講義
を機に遠隔講義に関する学生からのフィードバックア
ンケートを実施した．

本研究の目的は，今年度に実施した歯冠修復学Ⅱの
遠隔講義の検証と，さらに対面講義と比較した遠隔講
義の利点・欠点を明らかにすることである．さらにコ
ロナ禍での遠隔講義の経験をポストコロナでいかに活
用するかについて考察したので報告する．

材料および方法

1．アンケートの実施方法
本アンケートは，2020 年度歯冠修復学Ⅱの遠隔講

義を受講した朝日大学歯学部 3 年生 137 人を対象に
2020 年 6 月 22 日の確認テスト（A 班：9：00 ～ 10：
00，B 班：13：00 ～ 14：00）の開始前に実施した．
アンケート調査は，アンケート用紙（A4 サイズ 1 枚）
を学生に配布し，アンケート記載後，各班インストラ
クターがアンケート用紙を回収した．回答に要した時
間は約 5 分間であった．なおアンケートへの回答は，
記名方式を採用した．

2．アンケート内容
アンケートの内容は表 1 の通りである．アンケート

は 7 項目であり，1．講義スライドの見やすさ，2．講
義の進行（スピード），3．講義内容の理解度，4．小
テストについての 5 段階での評価と，対面講義と比較
した場合の今回の遠隔講義の①良かった点，②悪かっ
た点，③今後改善してほしい点について自由記載で回
答してもらった．

結　　果

本アンケートの回答者は 134 人であり，回答率は
97.8％であった．アンケートの結果を図 1 ～ 4 と表
2~4 に示す．講義スライドの表示（図 1）については，
見やすいと思った（82 人），どちらかというと見やす
いと思った（43 人）であり，スライドの視聴に支障
なかったと判断した．講義の進行（スピード）（図 2）
についても，適切だった（86 人），どちらかというと
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表 1　「歯冠修復学Ⅱ」講義アンケート調査表
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図 1　アンケート調査結果　「講義スライドの表示について」

図 2　アンケート調査結果　「講義の進行（スピード）について」
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図 3　アンケート調査結果　「講義の内容について」

図 4　アンケート調査結果　「小テストについて」
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表 2　遠隔講義について「よかった点」についての代表的な意見（自由記載）
（記載：60 名，未記載：74 名）

（　）は複数回答数を示す．
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表 3　遠隔講義について「悪かった点」についての代表的な意見（自由記載）
（記載：29 名，未記載：105 名）

（　）は複数回答数を示す．
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に回答することを義務づけて出席確認とした．しかし
Moodle を用いた小テストについては，各人が自宅等
から受験するため，完全に不正を防止することはでき
ない．このため 6 月以降の対面講義の再開時に小テス
ト問題を集めた確認テストを実施し，学修状況を把握
したが，小テストで高い得点を得た学生が，必ずしも
確認テストで好成績を得ているとは限らず，小テスト
による学生の理解度の評価の難しさを感じた．今後は
定期試験の結果も照合し，学修の到達度についてきめ
細かく検討する必要がある．

一方，対面で行った基礎実習は，Social Distance に
配慮するため，2 グループ体制による午前・午後に分
けての実習となった．教員の基礎実習に費やす時間が
2 倍となり，負担が増えた反面，各回に教員が担当す
る学生数は半減した．そのため，基礎実習については，
指導環境が向上し，充実した実習が行えたことは新た
な発見である．

アンケート結果からは，遠隔講義を概ね肯定的に評
価する学生が多くいることがわかった．オンデマンド
による遠隔講義は，日常的に SNS に慣れている学生
にとって個人のペースで受講することができ，理解で
きない部分を繰り返し確認できるために受け入れやす
い環境であると考えられる．しかし，同じ講義の繰り
返し視聴は，他の講義の視聴時間の制限にもつながる
ため，全体のバランスにも配慮が必要である．一方，
勉強のリズムが作れずに課題に追われる学生もいた．
特に低学年の学生にとっては，対面講義による時間割
に沿った受動的学修環境から，主体的に学修リズムを
作らなければならない能動的学修環境（アクティブ
ラーニング）へと急激に転換したため，対応できずに
当惑したと考えられる．

コロナ禍での医療系大学での対応については，各大
学の実情に合わせて様々な対応が報告されている 1-3）．
東京医科大学 1）では，Moodle によるパワーポイント
動画ファイルをオンデマンド型教材として授業に使用
し，受講状況を確認試験で確認しているため，本学と
類似している．オンデマンド型遠隔講義を受講した第
2，3，4 学年の学生を対象としたアンケート調査を行っ
ており，対面講義と比べて遠隔講義は「理解しやすく，
学びやすい」と答えた学生は 68.6%，変わりがないと
答えた学生が 17.4%，対面講義の方が「理解がしやす
く，学びやすい」と回答した学生が 13.8% であったと
している．この結果については，対面講義では個々の
学生にとって理解しにくい箇所はそれぞれに異なる
が，オンデマンド型授業では，理解できない点を解決
しながら視聴することが可能であると指摘している．

自治医科大学 2）でも Moodle 上の教材を用いて学生
が自分たちのペースで学修を進める「非同期型」と授
業時間に合わせて教材を公開し，学生は時間内に自分
のペースで学ぶ「半同期型」授業を実践している．そ
の理由として同期型授業による統一的な学修環境・通
信環境の確保が現状では困難であること，接続不調が
生じた場合に同期型授業が停止する可能性があること
を挙げている．しかし，動画配信サービスについては，
Moodle サーバの容量の枯渇が危惧されたため，動画
配信サービス（Vimeo）を別途契約して運用したとの
ことである．朝日大学においても Moodle を活用した
e ラーニングを実施しているが，学修環境のより一層
の充実について検討が必要である．

一方，東京医科歯科大学 3）では，ZOOM を用いた
同期型講義を実践している．同期型の利点は，双方向
性教育の提供によりアクティブラーニングを通した学

表 4　遠隔講義について「今後改善してほしい点」についての代表的な意見（自由記載）
（記載：14 名，未記載：120 名）

（　）は複数回答数を示す．
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びの質の維持であるが，アクティブラーニングに対応
した教材提供が必要である．また，「知識の想起」や「知
識の理解」を目標とする場合，わかりやすく工夫を凝
らした講義動画などを用いた非同期型授業でも目標到
達を十分支援しうることも述べている．このように到
達目標によって遠隔教育を有効に活用することは今後
も非常に重要である．

歯学部教員は，教育のみならず，研究や診療の責務
を負っており，限られた教育資源を有効に活用すると
いう観点からも遠隔講義の活用を積極的に取り入れる
べきである．さらに大学間での教材の共有化を図るこ
とができれば，省資源化と質の高い教育を実現するこ
とができる．今回のコロナ禍の影響でやむを得ずに行
うことになった遠隔講義ではあるが，本事例を歯学教
育の転換期と捉えて遠隔講義を効率的で効果的な学修
環境の構築に役立てたいと考えている．

最後に 4 月からの遠隔講義の実施にあたり，ZOOM
でのオンデマンドでの配信についてシステムの構築・
運用に多大なご協力をいただいた教職員の方々に感謝
申し上げる次第である．

結　　論

1． 遠隔講義の実施についての学生からの評価は概ね
肯定的であった．

2． 今回実施した遠隔講義には解決すべき課題がある
ことがわかった．

3． 遠隔講義を今後の歯学教育に有効活用できる可能
性が示唆された．
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